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１．まえがき 

 高度成長時代に多数架設された橋梁が 50 年を経

ようとしており，これらの維持管理が重要課題にな

っている．腐食損傷を有する橋梁の残存強度評価に

ついては，いままでにいくつかの研究があるが，十

分には確立されていない．本研究では，約 100 年間

供用された鋼鉄道桁橋の腐食したウェブから切り出

した板を引張フランジに用い，その他の部材には新

規鋼材(SS400)を用いてプレートガーダーを作成し，

その残存曲げ強度を実験的に解明した． 

２．供試体概要と残存板厚計測 

 腐食したプレートガーダーは，太平洋岸直近に架

設されていたもので，下フランジや支承部は著しい

腐食しており，孔が開いている箇所もあったので，

いくらか腐食が小さいウ

ェブから切り出した板を

供試体の引張フランジに

使用して，2 体の供試体

を作成した．表-1に供試

体試験パネル部の断面寸

法を示し，表-2に各部材

の材料特性を示す． 

 引張フランジの板厚等高線を

図-1に示す．引張フランジの平

均板厚はどちらも同程度で

(No.1:8.64mm，No.2:8.95mm)あ

ったが，№1 は中央左に局部的

な孔食があり，№2 は全体的に

腐食していた．  

３．曲げ載荷実験 

 図-2に載荷概要を示す．載荷

は 2 点載荷 2 点単純支持とし，

試験パネル部は純曲げ状態であ

る． 

４．曲げ耐荷力解析 

 腐食減肉を考慮した残存板厚を考慮して FEM によ

る複合非線形解析を行った．材料は完全弾塑性解析

を仮定し，使用した要素は４節点シェル要素で，要

素幅は 10 ㎜である． 

５．実験および解析結果 

表-2 材料特性 
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表-1 供試体断面寸法 
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a) No.1 

 
b) No.2 

図-1 引張フランジの板厚等高線 
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 図-3 に曲げモーメントと桁中央のたわみの関係

を，表-3に残存曲げ耐荷力を示す．これらの図表か

ら，両供試体ともにほぼ同じ耐荷力であることがわ

かる．また，解析結果からは最高荷重では引張フラ

ンジのほぼ全域が降伏域に達していたことから，最

終的には，引張フランジが降伏した後，圧縮フラン

ジの座屈によって崩壊したと考えられる．ただし，

図-3に示すように，No.2 は最高荷重後のたわみの増

加にともなう耐力低下は小さく大きな変形能が確認

できたのに対し，No.1 では，図-4に示すようなき裂

が引張フランジに発生して耐荷力が低下した． 

 このき裂は，脆性的なものではなくゆっくりと進

展したが，孔食部付近から発生したと考えられる．

したがって，引張フランジが腐食した場合，No.1 の

ような孔食に対しては，維持管理上注意すべきと考

えられる． 

 また，実験結果と解析結果を比べると，解析では

き裂の発生は把握できないものの，最高荷重をよく

とらえており，シェル要素でも残存強度を把握でき

ることがわかる．これは，腐食表面の凹凸による応

力集は，フランジが降伏して崩壊する場合にはあま

り影響しないことを示している． 

６．あとがき 

 引張フランジに腐食損傷を有する桁の曲げ載荷実

験結果から，孔食がある場合にはき裂が発生するこ

とを確認した．このようなき裂を発生

させるような腐食は，許容すべきでは

ないといえる． 
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図-4 引張フランジに発生したき裂(No.1) 
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図-2 載荷概要 

表-3 曲げ耐荷力 
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a) No.1 
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b) No.2 

図-3 荷重-たわみ曲線 

き裂 
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